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１
一
は
じ
め
に
－
港
の
位
置
付
け
の
系
譜

　
古
代
都
市
が
大
河
川
の
水
辺
を
中
心
に
発
達
し
た

時
か
ら
、
港
の
歴
史
は
始
ま
る
。

　
勿
論
、
当
時
は
今
日
の
よ
う
な
港
が
あ
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、
そ
れ
は
漁
労
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た

り
、
水
運
に
よ
る
交
易
の
た
め
の
船
着
き
場
程
度
の

も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
都
市
が
発
達
し
、
商
業
活
動
が
盛
ん
に
な
る
と
、

港
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
わ
が
国
に
お
い

て
は
堺
、
大
阪
、
博
多
な
ど
が
港
を
媒
体
と
し
て
栄

え
た
。

　
横
浜
は
、
突
如
と
し
て
国
策
的
に
開
港
さ
れ
た
と

い
う
点
で
、
こ
れ
ら
の
商
業
都
市
と
は
多
少
発
展
過

程
を
異
に
し
て
い
る
が
、
港
を
中
心
に
発
達
し
た
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
。
開
港
以
来
、
生
糸
を
中
心
と

す
る
貿
易
額
の
増
大
と
と
も
に
、
横
浜
港
は
商
取
引

の
場
と
し
て
活
況
を
呈
し
、
交
流
の
場
と
し
て
も
賑

わ
う
よ
う
に
な
り
、
港
の
背
景
に
街
が
形
成
さ
れ
て

い
っ
た
。

　
こ
の
意
味
で
は
、
「
都
市
と
港
湾
」
と
い
う
関
係

で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
『
港
に
お
け
る
都
市
』
で
あ
っ

た
と
も
い
え
よ
う
。

　
そ
の
後
の
横
浜
は
、
港
湾
都
市
に
工
業
都
市
の
顔

が
加
わ
り
、
さ
ら
に
住
宅
都
市
と
し
て
の
顔
も
併
せ

持
つ
人
口
三
百
三
十
万
人
を
擁
す
る
わ
が
国
第
二
の

大
都
市
に
成
長
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
横
浜
港
は
、

「
都
市
と
港
湾
」
と
の
対
比
の
中
で
語
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
面
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
港
湾
空
間
に
物
流
だ
け
で
な
く
、
業
務
・

文
化
・
国
際
交
流
な
ど
多
様
な
機
能
が
求
め
ら
れ
て

い
る
時
代
に
、
そ
の
よ
う
な
対
比
的
な
見
方
は
適
切

で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
今
後
は
「
都
市
に
お
け
る
港
湾
」
と
し
て
、
都
市

を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
と
し
て
港
を
認
識
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
本
稿
で
は
、
そ
の
視

点
に
立
ち
市
民
と
の
か
か
わ
り
を
中
心
に
、
臨
海
部

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

２
一
都
市
構
造
に
お
け
る
港
湾

　
最
初
に
現
在
の
市
域
と
港
湾
と
の
関
係
の
変
遷
を

概
観
し
て
み
る
。
横
浜
の
港
湾
と
臨
海
部
の
歴
史
は
、

次
の
と
お
り
ほ
ぼ
三
十
年
ご
と
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
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（
図
一
１
）
。

０
－
港
町
の
形
成
期

　
一
八
五
九
年
（
安
政
六
年
）
の
開
国
後
、
関
内
地

区
や
山
手
地
区
が
開
港
場
や
外
国
人
居
留
地
と
し
て

整
備
さ
れ
、
今
も
港
町
横
浜
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
し

て
い
る
。

　
開
港
か
ら
三
十
年
経
っ
た
市
制
施
行
時
点
（
一
八

八
九
年
・
明
治
二
十
二
年
）
の
市
域
は
、
東
海
道
神

奈
川
宿
と
関
内
に
か
け
て
広
が
っ
て
い
た
。

②
－
産
業
基
盤
の
形
成
期

　
一
八
八
九
年
か
ら
二
期
合
計
二
十
八
年
か
け
て
進

め
ら
れ
た
横
浜
港
修
築
工
事
に
よ
り
、
港
湾
の
物
流

機
能
が
拡
充
さ
れ
、
埋
め
立
て
造
成
に
よ
る
工
業
地

と
隣
接
地
を
「
工
場
地
区
」
に
指
定
し
て
、
工
場
誘

致
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
周
辺
に
港
湾
関
連
労
働
者

の
居
住
地
が
形
成
さ
れ
て
人
口
が
集
積
し
た
。

③
－
二
度
の
復
興
機

　
一
九
二
三
年
（
大
正
十
二
年
）
の
関
東
大
震
災
に

よ
る
市
街
地
の
潰
滅
か
ら
復
興
す
る
と
と
も
に
、
一

九
二
七
年
（
昭
和
二
年
）
～
一
九
三
一
年
（
昭
和
六

年
）
の
鶴
見
川
河
口
埋
立
工
事
に
よ
り
、
鶴
見
・
神

奈
川
臨
海
部
に
工
場
が
集
積
し
、
内
陸
の
工
業
地
帯

と
連
携
し
て
京
浜
工
業
地
帯
が
形
成
さ
れ
た
。
後
背

地
に
は
工
場
労
働
者
の
居
住
地
、
下
請
け
工
場
に
よ

る
住
工
混
在
市
街
地
が
形
成
さ
れ
た
。

　
終
戦
後
、
都
心
や
こ
れ
に
隣
接
し
た
港
湾
施
設
の

大
部
分
は
接
収
さ
れ
、
港
湾
と
市
民
と
の
関
係
は
疎

遠
に
な
っ
た
。
一
方
根
岸
、
本
牧
、
金
沢
あ
た
り
に

は
、
ま
だ
自
然
海
岸
が
残
り
、
市
民
の
海
水
浴
場
と

し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
た
。

④
－
都
市
の
成
長
期

　
一
九
五
二
年
（
昭
和
二
十
七
年
）
の
講
和
条
約
締

結
に
よ
り
、
港
湾
施
設
や
都
心
部
の
接
収
解
除
が
始

ま
っ
た
が
、
都
心
機
能
は
損
な
わ
れ
た
。
高
度
経
済

成
長
期
の
歪
み
は
、
工
場
操
業
に
よ
る
大
気
汚
染
、

水
質
汚
染
や
交
通
混
雑
に
よ
り
、
公
害
と
し
て
社
会

問
題
化
し
た
。
ま
た
根
岸
臨
海
部
で
は
、
工
場
用
地

の
埋
め
立
て
に
よ
り
、
海
岸
線
が
産
業
に
占
め
ら
れ

て
い
っ
た
。

　
市
域
は
港
に
隣
接
し
た
後
背
地
を
越
え
、
直
接
に

は
港
湾
と
の
か
か
わ
り
の
な
い
ま
ま
に
次
第
に
拡
大

し
、
郊
外
部
の
住
宅
地
化
に
よ
り
新
た
な
市
民
が
増

加
し
た
。
市
の
人
口
は
、
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十

五
年
）
か
ら
一
九
八
〇
年
（
昭
和
五
十
五
年
）
の
二

十
年
間
に
、
約
百
三
十
八
万
人
か
ら
約
二
百
七
十
七

万
人
へ
と
倍
増
し
た
。

　
一
九
七
〇
年
代
に
入
り
、
都
市
構
造
の
歪
み
を
是

正
す
る
「
六
大
事
業
」
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
臨
海
部
の
構
造
改
善
を
テ
コ
に
し
て
い
る

（
図
‐
２
、
３
、
４
）
。

３
-
臨
海
部
の
概
況

①
－
地
理
的
特
性

　
地
域
の
東
側
半
分
は
海
に
接
し
て
お
り
、
北
か
ら

鶴
見
、
神
奈
川
、
西
、
中
、
磯
子
、
金
沢
の
六
区
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
利
用
形
態
は
異
な
る
も
の
の
貴
重
な

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
が
連
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
横
浜
の
地
勢
と
し
て
、
そ
れ
ほ
ど
高
く
は

な
い
が
丘
陵
地
が
海
に
迫
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、

海
か
ら
の
景
観
上
も
緑
が
連
続
し
て
望
ま
れ
、
平
坦

な
都
市
に
は
な
い
独
特
で
魅
力
的
な
景
観
を
形
成
し

て
い
る
。

②
－
土
地
・
水
域
利
用
特
性

　
市
域
が
四
つ
の
地
域
に
区
分
さ
れ
る
よ
う
に
、
横

浜
の
臨
海
部
も
、
長
い
歴
史
の
積
み
重
ね
の
中
で
大

ま
か
な
ゾ
ー
ニ
ン
グ
が
存
在
し
て
い
る
。

ア
都
心
臨
海
部

　
内
防
波
堤
よ
り
内
側
の
、
開
港
の
地
で
あ
る
関
内

地
区
を
包
含
す
る
ゾ
ー
ン
は
、
古
い
ふ
頭
の
再
編
整

備
等
に
併
せ
て
、
土
地
利
用
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ

あ
る
地
域
と
い
え
る
。
現
在
、
み
な
と
み
ら
い
2
1
事

業
を
始
め
、
大
さ
ん
橋
再
整
備
事
業
な
ど
市
民
と
港

を
近
づ
け
る
た
め
の
各
種
再
開
発
が
行
わ
れ
て
お
り
、

水
域
も
水
上
交
通
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
市
民
利
用
が

進
ん
で
い
る
。

イ
鶴
見
・
神
奈
川
臨
海
部
、
根
岸
臨
海
部

　
鶴
見
・
神
奈
川
臨
海
部
は
、
一
九
一
〇
年
代
か
ら

埋
立
に
よ
る
土
地
造
成
が
進
め
ら
れ
、
京
浜
工
業
地

帯
を
形
成
し
て
き
た
地
域
で
あ
り
、
一
九
五
九
年

（
昭
和
三
十
四
年
）
か
ら
埋
立
て
ら
れ
大
規
模
な
企

業
が
集
積
し
て
い
る
根
岸
臨
海
部
と
並
ん
で
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
と
い
え
る
地
域
で
あ
る
。
鶴
見
・

神
奈
川
臨
海
部
で
は
、
水
際
線
は
大
部
分
が
民
有
護

岸
で
あ
る
た
め
、
静
穏
な
派
川
や
運
河
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
ア
ク
セ
ス
が
悪
い
た
め
、
水
域
の
市
民

利
用
は
殆
ど
さ
れ
て
い
な
い
。

ウ
外
縁
部

　
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
よ
り
外
側
の
大
黒
ふ
頭
、
本
牧
ふ

頭
及
び
錦
町
、
か
も
め
町
等
の
一
体
は
、
一
九
六
〇

年
代
後
半
か
ら
の
コ
ン
テ
ナ
化
を
始
め
と
す
る
、
物

流
革
新
の
流
れ
に
対
応
す
る
た
め
整
備
さ
れ
て
き
た

地
域
で
、
ま
さ
し
く
物
流
ゾ
ー
ン
と
い
え
る
。
現
在
、

さ
ら
な
る
物
流
革
新
に
対
応
す
る
た
め
、
南
本
牧
ふ

頭
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
。
水
域
は
船
舶
の
た
め

の
航
路
、
泊
地
、
錨
地
な
ど
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
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エ
金
沢
臨
海
部

　
工
場
移
転
用
地
及
び
住
宅
地
と
し
て
環
境
に
配
慮

し
て
埋
立
造
成
さ
れ
た
地
域
が
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン

ト
を
形
成
し
て
い
る
。
埋
立
事
業
の
一
環
で
横
浜
・

八
景
島
や
海
の
公
園
が
既
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
現

在
工
事
中
の
金
沢
マ
リ
ー
ナ
が
完
成
す
る
と
、
一
体

は
横
浜
市
の
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
と

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
水
域
は
現
在
、
海
水
浴
や
潮

干
狩
り
で
市
民
に
親
し
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
沿
岸
漁

業
の
た
め
の
漁
船
の
利
用
も
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
、

ヨ
ッ
ト
や
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
な
ど
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
に
よ
り
積
極
的
に
市
民
利
用
が
な
さ
れ
る
可
能
性

の
あ
る
水
域
で
あ
る
。

③
－
法
規
制
の
状
況

　
港
湾
は
、
都
市
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
り
、
物
流

の
場
、
生
産
の
場
、
憩
い
の
場
と
い
ろ
い
ろ
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は
、
一
定
の
水
域

と
そ
の
背
後
の
陸
域
と
が
一
体
的
に
利
用
さ
れ
る
必

要
性
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
そ
の
陸
域
に
つ
い
て
港
湾
機
能
や
環

境
の
保
全
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
、
都
市
計
画
法
に

基
づ
い
て
臨
港
地
区
を
指
定
し
て
い
る
。
現
在
、
臨

海
地
区
は
、
鶴
見
・
神
奈
川
臨
海
部
の
う
ち
最
も
古

い
埋
立
地
で
旧
市
街
地
に
接
す
る
地
区
や
金
沢
地
先

埋
立
地
の
一
部
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
全
域
が
指
定
さ

れ
て
い
る
。

　
横
浜
市
で
は
、
港
湾
法
に
基
づ
き
、
臨
海
地
区
に

商
港
区
、
工
業
港
区
、
修
景
厚
生
港
区
の
三
つ
の
分

区
を
設
け
、
分
区
の
目
的
に
会
わ
な
い
構
築
物
の
規

制
を
、
「
横
浜
港
臨
港
地
区
内
の
分
区
に
お
け
る
構

築
物
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
、
都
市
計
画

法
に
よ
る
用
途
地
域
に
加
え
て
行
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
近
年
、
港
湾
空
間
に
お
い
て
も
多

様
な
機
能
の
導
入
に
対
す
る
要
請
が
あ
り
、
港
湾
機

能
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、
新
た
な
機
能
の
導
入
が

可
能
と
な
る
よ
う
に
条
例
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

４

臨
海
部
の
魅
力
と
可
能
性
‐
市
民
か
ら

見
た
臨
海
部
の
意
味

　
一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）
に
実
施
し
た
三
万
人

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
七
四
％
の
市
民
が
港
や
海

の
風
景
が
あ
る
こ
と
を
横
浜
市
の
良
い
点
に
挙
げ
て

お
り
、
市
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
、
臨
海

部
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
市
民
生
活
に
と
っ
て
臨
海
部
全
体
は
共
通
し
て
、

都
市
の
経
済
基
盤
、
市
民
の
就
業
の
場
で
も
あ
る
と

い
え
、
ま
た
、
市
民
の
都
市
的
生
活
を
支
え
る
機
能

と
し
て
、
電
気
・
ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
機

能
、
廃
棄
物
・
下
水
処
理
機
能
、
卸
売
市
場
等
が
、

臨
海
部
に
立
地
し
て
お
り
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。

　
臨
海
部
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
機
能
に
つ
い
て
は
別

稿
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
、
次
の
四
つ
の
視
点
に
立
っ

て
市
民
か
ら
見
た
臨
海
部
の
意
味
に
つ
い
て
簡
単
に

触
れ
る
。

①
－
記
憶
す
る

　
か
つ
て
大
さ
ん
橋
は
、
世
界
各
国
か
ら
多
く
の
人

が
訪
れ
、
ま
た
旅
立
っ
た
場
所
で
あ
り
、
ま
さ
し
く

国
際
交
流
の
拠
点
で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
、
そ
の
機

能
は
空
港
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
が
、
そ
の
頃
の
状

態
は
心
象
風
景
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新
港

ふ
頭
の
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
を
始
め
、
関
内
・
山
手
地
区

周
辺
に
は
歴
史
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
歴
史
的
建
造

物
が
残
っ
て
お
り
、
港
の
歴
史
を
市
民
が
記
憶
し
、

問
い
直
す
手
掛
か
り
と
な
っ
て
い
る
。

②
ｌ
触
れ
合
う

　
市
民
が
直
接
”
み
な
と
”
と
触
れ
合
え
る
と
い
う

点
で
は
、
エ
リ
ア
に
よ
っ
て
実
態
が
異
な
る
。
都
心

臨
海
部
で
は
、
古
く
か
ら
の
山
手
公
園
、
大
さ
ん
橋

に
加
え
て
、
み
な
と
み
ら
い
2
1
地
区
を
中
心
に
水
際

線
緑
地
や
市
民
利
用
施
設
が
設
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

根
岸
臨
海
部
、
外
縁
部
で
は
、
磯
子
、
本
牧
に
海
釣

り
施
設
が
あ
る
。
金
沢
臨
海
部
で
は
、
八
景
島
、
海

の
公
園
、
野
島
公
園
等
が
設
備
さ
れ
多
く
の
市
民
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
神
奈
川
・
鶴
見
臨
海
部
で

は
、
生
麦
、
子
安
の
運
河
が
あ
る
が
、
十
分
に
生
か

さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

③
－
住
む

　
　
″
み
な
と
”
の
近
く
に
住
む
と
い
う
点
で
は
、
都

心
臨
海
部
で
は
、
海
岸
通
り
や
小
港
の
公
団
住
宅
に

加
え
て
、
新
興
の
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
地
区
が
あ
る
。
鶴

見
・
神
奈
川
臨
海
部
の
埋
立
地
の
背
後
に
は
、
運
河

を
挟
ん
だ
元
の
海
岸
線
沿
い
に
、
生
麦
、
子
安
の
町

が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
金
沢
臨
海
部
に
も
柴
な
ど
歴

史
の
あ
る
町
が
あ
る
。
金
沢
地
先
埋
立
地
（
シ
ー
サ

イ
ド
タ
ウ
ン
）
は
、
海
側
に
工
業
団
地
が
あ
る
た
め
、

日
常
的
に
海
と
親
し
む
位
置
関
係
に
は
な
い
が
、
入

り
江
を
引
き
込
む
な
ど
水
を
感
じ
さ
せ
る
工
夫
が
し

て
あ
る
。

④
－
眺
め
る

　
港
を
生
活
拠
点
か
ら
眺
め
る
と
い
う
点
で
は
、
丘

特
集
・
横
浜
港
の
明
日
－
総
合
港
湾
へ
の
模
索
④
「
都
市
と
港
湾
」
か
ら
「
都
市
に
お
け
る
港
湾
」
へ
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